
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。 

宮
司
プ
レ
ス
九
十

八
号
の
発
行
で
す
。 

昨
年
十
二
月
は
、
平
成
十
八

年
六
月
か
ら
の
発
行
以
来
、
実
に
、
七
年
半
、
九
十

一
ヵ
月
連
続
発
行
を
達
成
し
た
の
で
す
。 

と
こ
ろ

が
、
今
年
は
、
ひ
と
月
遅
れ
の
発
行
が
、
五
月
ま
で

続
き
、
そ
の
後
は
、
五
ヶ
月
も
発
行
さ
れ
な
い
と
い

う
危
機
的
状
況
を
経
て
、
軌
道
の
修
正
を
画
策
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。 

し
か
も
、
ア
ニ
バ
サ
リ
ー

と
い
う
べ
き
百
号
を
前
に
し
て
、
足
踏
み
状
態
、
半

年
遅
れ
の
発
行
で
す
。 

 

◇
七
世
紀
、
奈
良
時
代
の
天
武
天
皇
様
は
、
生
活
の

心
掛
け
を
「
勤
務
追
進
（
き
ん
む
つ
い
し
ん
）」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

勤
は
、
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
す
る
こ
と
、
務
は
、
世
の
為
人
の
為
に
働
く
こ

と
と
諭
（
さ
と
）
さ
れ
た
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
追

は
、
人
と
の
競
争
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ

と
、
進
は
、
人
と
の
競
争
に
、
常
に
抜
き
ん
で
て
い

る
こ
と
、
つ
ま
り
先
頭
を
ひ
た
走
る
こ
と
と
導
か
れ

ま
し
た
。 

私
は
、
毎
月
一
回
発
行
と
い
う
競
い
に
、

遅
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、「
追
進
」
と
い
う
生

活
の
心
掛
け
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。  

 

    

気
を
取
り
直
し
て
、
あ
せ
ら
ず
、「
追
進
」
の
心
意

気
で
、
軌
道
の
修
正
を
は
か
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

◇
新
古
今
和
歌
集
に
、「
あ
り
き
つ
つ 

き
つ
つ
く

れ
ど
も 

い
さ
ぎ
よ
き 

人
の
心
さ
へ 

わ
れ
忘

れ
め
や
」
と
い
う
詠
み
人
知
ら
ず
の
和
歌
が
あ
り
ま

す
。 

こ
れ
は
、「
長
い
人
生
を
み
て
き
た
と
き
に
、

ど
う
や
ら
、
心
の
清
々
し
い
人
が
、
神
の
御
心
に
か

な
い
、
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
い

う
歌
で
す
。 

文
明
が
今
の
よ
う
に
進
歩
し
て
い
な

い
頃
、
自
分
の
身
の
回
り
に
起
こ
る
ご
く
一
部
の
不

幸
な
出
来
事
や
病
気
や
怪
我
は
、
ツ
ミ
ケ
ガ
レ
か
ら

も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
た

が
っ
て
、
そ
の
ツ
ミ
ケ
ガ
レ
を
祓
い
、
大
難
は
小
難

に
、
小
難
は
無
難
に
の
が
れ
、
人
生
に
幸
運
が
添
う

こ
と
を
願
っ
た
の
で
す
。 

「
天
正
」
と
い
う
年
号

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
老
子
の
、「
清
静
者
天

下
正
（
せ
い
せ
い
は
て
ん
か
の
せ
い
た
り
）」
つ
ま

り
、「
清
く
静
か
な
る
者
は
、
天
下
の
規
範
と
な
る
」、

「
清
浄
は
天
下
を
正
し
と
な
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。 

天
正
と
い
う
年
号
に
も
込
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
神
社

神
道
は
、
清
浄
（
せ
い
じ
ょ
う
）
を
重
ん
じ
、
そ
し

て
、「
清
め
祓
（
ば
ら
）
い
」
を
大
切
に
し
て
き
た

の
で
す
。 

◇
私
は
、
そ
の
「
清
め
祓
い
」
と
は
、「
祈
り
」
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。 

お
清
め
に
は
、「
禊
（
み
そ

ぎ
）」
と
「
祓
（
は
ら
）
い
」
が
あ
り
、
少
し
、
意

味
合
い
が
異
な
り
ま
す
。 

「
禊
」
は
、
ツ
ミ
ケ
ガ

レ
が
な
く
て
も
行
う
も
の
で
、「
祓
い
」
は
、
不
浄

な
も
の
に
触
れ
た
り
、
不
幸
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た

時
に
行
い
ま
す
。 

実
は
、
祈
り
に
は
、「
禊
」
と

「
祓
い
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。 

過
去
と
今

を
清
め
る
の
が
、「
祓
い
」
で
、
未
来
を
清
め
る
の

が
、「
禊
」
と
考
え
る
わ
け
で
す
。 

神
様
の
御
前

で
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
謙
虚
に
自
分
を
振
り
返
る
、

こ
れ
が
、
「
祓
い
」
で
、
過
去
と
現
在
を
清
め
る
、

「
外
清
浄
（
げ
し
ょ
う
じ
ょ
う
）」
で
す
。 

さ
ら

に
、
明
日
よ
り
は
、
神
様
と
の
約
束
を
反
故
（
ほ
ご
）

に
し
な
い
よ
う
、
一
生
懸
命
、
身
を
削
（
そ
）
ぐ
思

い
で
励
み
ま
す
の
で
お
守
り
く
だ
さ
い
と
誓
い
を

立
て
る
、
こ
れ
が
、「
禊
」
で
、「
内
清
浄
（
な
い
し

ょ
う
じ
ょ
う
）」
な
の
で
す
。 

 
 

◇
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
た
頃
の
法
律
に
、「
御
成
敗

式
目
（
ご
せ
い
ば
い
し
き
も
く
）」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、「
神
は
人
の
敬
に
よ
っ
て

威
を
増
し 

人
は
神
の
徳
に
よ
っ
て
運
を
添
う
」
と

あ
り
ま
す
。 

 

神
様
は
、
我
々
が
祈
り
を
捧
げ
額

（
ぬ
か
）
ず
け
ば
額
ず
く
だ
け
、
お
力
が
倍
増
さ
れ

て
、
神
様
の
御
加
護
（
ご
か
ご
）
が
よ
り
強
力
と
な

り
、
人
生
の
幸
運
が
添
う
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。 

新
古
今
和
歌
集
、
御
成
敗
式
目
に
も
、
祈
り
の
尊
さ
、

敬
神
生
活
の
大
切
さ
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

◇
最
近
、
読
了
し
た
葉
室
麟
著
作
の
「
紫
匂
う
」
と
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い
う
本
の
な
か
で
、「
人
は
皆
不
心
得
者
。 

至
ら

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
懸
命

に
努
め
る
と
こ
ろ
に
、
人
の
生
き
様
の
清
々
し
さ
が

あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
て
、
不
覚
に
も
落
涙
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

「
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
わ
か
っ
て
い
る
」、
こ
れ
こ
そ
が
清
め
ら
れ
た
、

祓
わ
れ
た
謙
虚
な
清
浄
な
心
で
、「
懸
命
に
努
め
る
」、

こ
れ
は
、
身
を
削
ぐ
思
い
で
努
め
る
、
禊
な
の
で
す
。 

◇
人
間
の
脳
は
、
楽
観
主
義
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
脳
は
、
未

来
の
幸
福
な
出
来
事
を
想
像
し
た
時
に
、
最
も
活
性

化
す
る
そ
う
で
す
。 

幸
運
な
る
人
生
を
描
き
つ
つ
、

そ
の
実
現
を
目
指
し
、「
祈
り
は
欲
を
浄
化
す
る
」
、

敬
神
生
活
を
行
う
こ
と
で
、
実
現
に
近
づ
く
前
向
き

な
生
活
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◇
今
年
も
、
余
す
と
こ
ろ
、
十
日
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
を
心
静
か
に
振
り
返
り
、
神
様
か
ら
与
え

ら
れ
た
美
し
い
心
と
体
に
近
づ
き
、
清
々
し
い
生
き

方
を
心
が
け
つ
つ
、
新
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。  

◇
十
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

  

▼
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
明
治
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 

▼
龍
宮
神
社
例
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 

▼
彦
島
第
二
保
育
園
参
拝 

＊
十
一
月
五
日 

 

▼
彦
島
中
学
校
キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
（
職
場
体
験
学

習
）
生
徒
六
名
受
入 

 

＊
十
一
月
六
日
～
七
日 

 
 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
十
一
月
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
一
月
二
十
一
日 

 
 

▼
新
嘗
祭 

 
 

◆
彦
島
八
幡
宮 

＊
十
一
月
二
十
三
日 

 
 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

＊
十
一
月
二
十
五
日 

 

▼
大
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
一
月
三
十
日 

 
 
 

 

 

▼
煤
払
（
す
す
は
ら
）
い 

＊
十
一
月
三
十
日 

 
 

 
 

 

◇
十
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

◆
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

▼
敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行 

＊
十
一
月
九
日 

 
 

 
 

▼
責
任
役
員
常
任
総
代
会 

＊
十
一
月
十
五
日 

 
 

▼
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
十
一
月
二
十
五
日 

 

◆
山
口
県
神
社
庁
、
下
関
支
部
関
係 

 
 

▼
総
代
敬
合
同
研
修
総
会 

＊
十
一
月
四
日 

 
 

▼
下
関
支
部
三
役
会 

＊
十
一
月
二
十
七
日 

 

◆
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会 

 
 

▼
十
一
月
五
日
、
十
二
日
、
二
十
六
日 

 
 

◆
講
演
活
動 

 
 

▼
下
関
Ｙ
Ｅ
Ｇ
（
商
工
会
議
所
青
年
部
）
サ
ロ
ン
で
、

「
さ
は
や
か
に
生
き
る
」
と
題
し
て
講
演 

＊
十
一
月
六
日 

 
 

 

◆
教
誨
活
動 

 
 
 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

＊
十
一
月
十
日
（
集
合
教
誨
、
女
子
） 

 
 

 

◆
自
治
会
関
係
そ
の
他 

 
 

▼
小
熊
野
神
社
例
祭
奉
仕
※
実
家
の
神
社 

 
 
 

＊
十
一
月
十
七
日
～
十
九
日 

 
 

▼
西
中
国
信
用
金
庫
総
代
会 

＊
十
一
月
二
十
日 

 
 

▼
社
会
福
祉
法
人
松
美
会
評
議
員
会 

 
 
 

＊
十
一
月
二
十
六
日 


